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イノベーションをアプローチ（よりよい未来を作る）

私は、ライオンズクラブ国際協会に入会し

て 34 年以来、わが国をはじめ多くの国々に
環境保全奉仕活動を行ってきました。環境保

全の重要性に対する認識を高め、地域社会の

人々を啓発し、プラスの変化を生み出す取組

をしてきました。

特に、経済開発が遅れている国ラオスは、

アジアでも最貧国であり、環境破壊や都市

部・農村部・民族間などの格差が大きく、ま

た、教育、医療などの社会サービスの質が問

題となっており、行政システムの能力強化、

人権の保障も大きな課題でした。中でも、5
歳未満児死亡率が地域国で最悪であり、主な

原因は下痢、肺炎、栄養不良などが占めてい

ます。更に、小学校最終学年まで教育を受け

られず、退学する子供が多く存在していまし

た。このような厳しい生活環境の状況を踏ま

えて、奉仕団体ライオンズクラブは、ラオス

の日本大使館はじめ現地の県教育局長等と会

談を重ね、安全安心な作業環境を整え、校舎

建設に着手し無事に完成引き渡し致しまし

た。経済的に豊かな我々日本人が、ラオスの

方たちから心の豊かさ、思いやりの心、目上

の方を敬う心、お互いが助け合うなどを学ぶ

事ができる、ライオンズクラブにとっても価

値ある事業でした。また、ラオスの水不足弊

害にも力を入れました。子供たちにとって毎

日 6 回～ 10 回の水汲みは大変な重労働であ
り、宿題は後回し、水汲みで１日が終わるな

ど、子供たちの時間が全くなく厳しい環境の

中で暮らしています。そこでライオンズクラ

ブは各地に【命の水プロジェクト】として井

戸を掘り、子供たちや近隣の方々に飲める水

を提供することにも積極的に取り組み、社会

環境、家庭環境とラオスの人々の暮らしに変

化をもたらすよりよい地域づくりを支援して

きました。

また、ライオンズクラブの支援活動はラオ

スだけでなく、カンボジアやネパール、ベト

ナムなどの恵まれない国や人々に支援を提供

しこの使命を果たし続けてきました。更に、

令和元年東日本台風は、近年にない大きな災

害となり、特に、東北地方では福島、宮城、

岩手の３県を中心に、大規模な災害が発生し

多くの尊い人命が失われ、災害関連死を含

め 66 人の方々が犠牲になられました。今後
起こりえる災害に備え、また高齢者や障害の

方々をいかに安全安心な場所に移動させるか

を協議し、宮城県丸森町に避難所兼集会所を

建設。今では、多くの人にご利用頂き、有効

なコミュニティ集会所となっています。

私は、このような支援活動を永年経験した

ことで、未来に向けて環境問題に取り組み始

めました。特に今は、地球温暖化対策が喫緊

の最重要課題です。まずは現状をしっかりと

捉えた上で小さな行動から変えていくことが

最も大切であると思っています。

近年、大きな自然災害が年々多発していま

す。特に日本は、地形や地質、気象などの自

然的条件から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土

砂災害、地震、津波などによる災害が発生し

やすい国土です。このように大きな豪雨災害

などが発生すると必ず起こりうるのが流木の

流出災害です。大量の流木が中小河川に流下

し、橋梁に集積してダム化することで水の流

れを阻害し土砂の堆積を促進させます。これ

により、橋梁が埋没したり破壊されたり周辺

の道路や宅地・田畑に流入して家屋などを破

壊したり、土砂で埋没させます。更には一瞬

にして、尊い生命や貴重な財産まで奪うな
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ど、甚大な被害をもたらします。原因の一つ

として挙げられるのが森林の管理不足でもあ

ると考えられます。間伐を行うと、光が地表

に届くようになり、下層植生の発達が促進さ

れ森林の持つ多面的機能が増進し森林の環境

をよくしますが、間伐を行わず過密なままに

すると、樹木はお互いの成長を阻害し森林の

環境を悪くします。しかし、近年は、昔のよ

うに森林や農地などを環境管理する林業、農

業の後継者不足や高齢化による人手不足が最

大の原因となって、森林や農地が放置されて

いるのが現状と思われます。

このような現状を踏まえ弊社は、動植物な

どから生まれた生物資源の未利用材、（間伐

材、もみ殻、稲わら）などを活用して、山野

の手入れに資することで、環境保全となり、

現代の消費者ニーズにあった商品を開発し、

地域の持続可能性に貢献しています。未利用

資源を炭化することで、二酸化炭素の排出削

減可能となります。未利用資源に含まれてい

る炭素はそのままにしておくと微生物の活動

によって分解され二酸化炭素は再び大気中に

戻されますが、炭化し圃場などに施用するこ

とにより、二酸化炭素を半永久的に閉じ込め

ることが可能となります。いわゆる「炭素貯

留」です。また、日本は雨が多いため、土の

アルカリ成分が流されたり、酸性雨や植物を

育てているだけでも酸性の土になってしまい

ます。しかし、炭はアルカリ性なので、土壌

などの有害なカビなど酸性の好きな殺菌が住

みにくい環境にして、かつ有効なバクテリア

の繫殖を促してくれます。また、多孔質で土

壌の通気性、保水力を高めるので土の環境改

善に最適です。このように本来ならば廃棄さ

れる間伐材、もみ殻、稲わらなどの厄介者を

有効活用することは、同時に労費、労力の削

減にもつながります。更に土の環境は心の豊

かさを得ることができ、中でも、生活上欠か

せない野菜はビタミンやミネラル、食物繊維

を多く含んでおり、脳卒中、心臓病、癌にか

かる確率が低いという結果も出ています。こ

のように健康な野菜作りは農家の皆様方の汗

一滴が、我々の食卓の笑顔を作っています。

近年は、地球温暖化は加速しており、一人ひ

とりの小さな努力と省エネルギーの工夫が必

要です。特に家庭からの二酸化炭素の排出量

は全体の 15％を占めています。よりよい未
来を作る為にも、無駄なエネルギーを使わな

いことが自然環境、社会環境、そして、家庭

環境、やがては地球環境改善にも辿り着きま

す。有機野菜や無農薬野菜を食べ、地産地消

を心がけることが必要です。地球環境は、人

間による活動によってさまざまな問題が引き

起こされ、悪化しています。一番よくないの

は何もしない事で、いずれは必ず子供や孫に

委ねるこの未来を少しでも良い環境の世の中

にするためには周りに伝え伴走する事が最も

大事です。

第 16 回経営者「環境力」大賞受賞を賜り
感謝申し上げます。今後も認定 NPO 法人環
境文明 21 のご指導賜りながら、環境力大賞
受賞された方々のご意見、ご協力を頂きなが

ら、環境力を向上させ、環境負荷の軽減に努

力しながら脱炭素社会の実現に向け、イノ

ベーションにアプローチしてまいります。こ

れからも長いお付き合いとご指導を心よりお

願い申し上げます。
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